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１ コミュニティスクール（運営協議会）のねらい 

（1）笑顔をキーワードとして、学校・保護者・地域が協働して取り組んでき

たことを継続・発展させます。 
（2）保護者や地域の声を反映した教育活動を進めるとともに、学校とともに

子どもを育てる中心的な役割を果します。 
 
２ コミュニティスクール（運営協議会）の実践について 

（1）教育活動の実践事例 
コミュニティスクールの指定を受け、地域の教育力を活かした活動を行って

きました。職員の意識も向上し、各学年とも地域と協働した実践を積み重ねて

きました。今年度は、コロナ感染症拡大防止対策を行っている中での各学年の

授業の様子や子どもたちの活動を見ていただきました。 
 
（2）コミュニティスクール（運営協議会）の取組による効果 
★１年生 登下校支援と「つながりを大切に」 
 遠くから通学する子どもたちの登下校の

見守りや、１年生だけで下校する日の見守

りを地域の方にお世話になっています。三

重交番の方にも下校の見守りをしていただ

きました。例年は生活科では、三重幼稚園

の子たちと一緒にぶんぶんごまの活動をし

たり、昔遊びでは、長寿会からボランティアとして十数名の地域の方との交流

遊びを楽しんでいますが、今年度も昨年度・一昨年度と同様に、コロナ感染拡

大防止のため、交流会はできませんでした。来年度は行う予定です。 
 
★２年生 生活科「三重っ子郵便局」「野菜を育てよう」 
「三重っ子郵便局」では、実際に家庭から先生へ手紙を出すことで家庭と学校

との協働を進めました。また学年内で学級ごとに

手作りのポストを準備し、手紙のやり取りをしま

した。 
生活科の「野菜を育てよう」の単元では、野菜

を育てました。一人一鉢の自分が育てたい野菜だ

けでなく、学年園で野菜を育て、芽や茎が伸びて



いく様子を観察できました。野菜を育てるにあたり、興農社の方にきていただ

き、野菜の育て方や芽かきについてのお手伝いもしていただきました。 
 
★３年生 社会科・総合：「三重のまちを知ろう」 

東坂部の「火の見やぐら」、「そろばん塾」、「西光寺」、生桑町の町並みを見学

し、一人一人が校区の地図にまとめました。三重地区市民センターや三重交番

も見学しました。また、四日市市博物館に出かけ、昔の道具を見たり触ったり

し、昔の人の生活に触れました。図書室にある学校百年誌を通して自分たちの

学校は、１００年以上歴史のあることを実感できた

ようです。 
毎年の体験活動として定着してきた三重地区に

みえる伝統産業である萬古焼の陶芸家から、四日市

の伝統産業であることを伝えてもらい、自分たちも

本格的に陶芸体験をしました。 
 
★４年生 社会：「地域の防災」「図書ボランティアによる本選び」 
 地域の方から、災害が起こった時に大切にしな

ければならない事について、教えていただきまし

た。地域で災害が起こった時に、学校が避難所に

なること、災害時に使用する防災用具や避難所関

連用具を見せていただき、使用方法を学びました。 
また一日に必要な水分量や非常食についても話

を聞き、防災対策の大切さを心に刻むことができ

ました。 
 図書ボランティアの方が中心となり、４年生のみ

んなに読書の面白さに気付いてもらおうと、読書講

演会を実施しました。その後に、子どもたち一人一

人が、自分で読みたい本、図書室に置いてほしい本

を１冊ずつ選びました。自分たちの選んだ本は図書

室に並んでいます。 
  

★５年生 家庭科 「エプロン作り」 
 家庭科の授業でエプロンを作成しました。地域の方

や保護者の方に協力をしていただき、ミシンの使い方

を教えていただいたり、裁縫の指

導の補助をしていただきました。

はじめてミシンを使う児童も多

くいました。子どもたちは、関心

を高めながら、とても意欲的に取り組むことができまし

た。 



 
★６年 総合的な学習 「修学旅行を成功させよう」 
 昨年度の修学旅行は県内でしたが、今年度は、

県外の京都府に行くことができました。 
修学旅行の説明会では、保護者の方にご協力

いただき会場での受付や資料配布のお手伝いを

していただきました。 
修学旅行当日は、金閣寺・銀閣寺を見学した

り、座戦体験をしたりして、社会科の歴史の学

習を振り返ることができました。 
 
 

毎回、日常の子どもたちの様子の映像や各学年の授業の様子、学校内の学習

環境を見ていただくことで、実際の教育活動を理解していただきました。また、

みえ委員会の場で生まれた長寿会（地域のお年寄り）の方々との交流活動は，

今年度は交流できませんでしたが、来年度からは気候のよい時期に、１・４年

生で継続して実施する予定です。 
みえ委員会との協働により、地域と教職員との距離が近くなり、お互いが自

然体で交流を深めることができています。子ども達の授業の様子を視察したう

えで、教育活動や学力向上について、いろいろな立場からのご意見をいただく

ことができ、学校運営の改善につながっています。 
 
 
３ 今後に向けて 

 みえ委員会で教職員との意見交流をさらに深め、学校の実態をより理解して

いただく活動をつづけます。また、学校だよりやホームページ等で情報発信を

し、地域や保護者に広く情報発信していきます。今後も「学校・子どもを支え

る応援団」という形で、本校教育活動に参画いただき、ビジョン達成に向けた

学校づくりを推進していきます。 


